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羅臼町の概要

【人口】 4,403人（R5.9月末現在）

【漁業】

・漁業が基幹産業で通年での水揚げがある

（羅臼昆布・エゾバウフンウニ、ホッケ、ブリ等々）

・令和５年度水揚げ額 90億円

【観光】

・シャチやマッコウクジラなど大型鯨類が観光船で見られる

・令和２年 ㈱スノーピークとともに、旧スキー場を
キャンプ場へ
当時の環境省中井事務次官も視察
令和3年には㈱スノーピークと包括連携協定

・令和元年 入込客数 54万人（コロナ禍は半減）

【自然・教育】

・2007年 「知床」世界自然遺産登録

地域学「知床学」を柱に中高一貫教育を推進

・2012年 町内すべての学校（幼小中高）がユネスコ
スクールに認定。ESD教育に着手

・北方領土国後島が約24㎞の距離にあり、全国の中高が
北方領土学習で訪れている

【位置】
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【アクセス】
東京成田空港→中標津空港 航空機で約1時間
中標津空港 →羅臼町 レンタカーで約1時間



羅臼町での取り組み

知床世界自然遺産区域

泉源1号井・5号井
※造湯量 約1300ℓ/min
※温 度 約90℃

温泉水送水管
全⾧約5㎞

泉源
公共施設
民間施設
温泉水送水管
世界自然遺産区域

・昭和39年(1964年) 知床国立公園登録
・昭和59年(1984年) 町立温水プール他公共施設３か所、民間宿泊施設

３か所へ送湯
以降、平成21年までに4度の掘削を行い、温泉水送水管を市街地まで延⾧。
現在は、公共施設11か所、民間4か所で利用（暖房、ロードヒーティング等）

・平成17年(2005年)6月 羅臼町環境基本条例制定

・平成17年(2005年)7月 知床世界自然遺産に登録

・平成21年(2009年)3月 羅臼町地球温暖化防止実行計画(事務事業編)策定
※現在第3期

・令和 3年(2021年)3月 羅臼町ゼロカーボンシティ宣言

・令和 5年(2023年)2月 羅臼町再生可能エネルギー導入目標計画策定

・令和 5年(2023年)8月 泉源5号井・4号井（閉塞）を増掘中

羅臼漁港
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羅臼町の地域課題とその解決

【人口減少】

2014年5,683人→2024年4,278人
この10年間で1,405人減
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羅臼町 総人口の推移

【産業振興】
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羅臼町 主要魚種の水揚高の推移

1990年の253億円を境に急激に落ち込み
海水温上昇によりブリやサバなどが水揚げ

羅臼町の将来ビジョン：豊かな自然と共生し、活気に満ちたゼロカーボン地域



再生可能エネルギーを活用する将来ビジョン
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再生可能エネルギーの導入イメージ

※具体的な再エネ種別の設置位置については、需要家との位置関係も含めて今年度業務において精査する
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再生可能エネルギーの導入イメージ

海産物乾燥施設
（重油→熱利用）

▼羅臼昆布乾燥工程の省エネ

温泉熱重油ボイラ
「重油炊き温水加熱」から「温泉
熱加熱」への変更により省エネ化

従来の熱水管の温熱利用

熱水管温熱利用の拡大

エアコン設置による冷房対応

灯油→電化によるエアコン暖房・エコキュート給湯

熱源
転換

海洋深層水
揚水ポンプ動力

再生可能
エネルギー
利用

省エネ
と

快適性
を両立

サービス
向上

継続

拡充

改修

温泉熱利用太陽光発電太陽光発電太陽光発電

公共施設

バイナリ―
発電

一般住宅 民営施設

源泉

140℃
再生可能
エネルギー

暖房・加温 給湯

灯油
給湯器

エコキュート 高効率
空調

灯油
ストーブ

知床世界自然遺産区
域

泉源1号井・5号井

※造湯量 2,300ℓ/min
※温 度 約70℃

温泉水送水管
全⾧約21㎞

泉源
公共施設
民間施設
温泉水送水管
世界自然遺産区域

羅臼漁
港

知床世界自然遺産区域

泉源1号井・5号井

※造湯量 約1,300ℓ/min
※温 度 約90℃

温泉水送水管
全⾧約21㎞

泉源
公共施設
民間施設
温泉水送水管
世界自然遺産区域

羅臼漁
港

地域の血管的インフラ「熱水管」の拡充・新設により、
ゼロカーボン推進とサービス向上を両立させ、地域活性化
効果の最大化を実現。

BeforeBefore

AfterAfter

温泉利用

温泉利用
温泉利用

温泉利用
温泉利用

温泉利用

温泉利用

温泉利用

▼利用イメージ

源泉

温泉利用

温泉利用

温泉利用

温泉利用

源泉

河川放流

▼利用イメージ

配管径サイズUP
による送湯量増大

従来配管
サイズ

往管
還管

熱水管拡充・新設（※）に伴う送湯量UP・放流ロス回避
により、
源泉からの再生可能エネルギー利用量をUP。
※「往管のみ」→「往き還り管」、「往管サイズUP」

往管

新設

 熱水管の拡充・新設



再生可能エネルギーの導入目標

※小型風力の可能性
についても検討

8



羅臼町地球温暖化実行計画（区域施策編）（令和6.3）

以前 R2 R3 R4 R5 R6 R7 ～ R32

第２基環境基本計画 第３基環境基本計画（令和6年度～令和１２年度）

第３次羅臼町地球温暖化実行計画（事務事業編）（令和元年度～令和１２年度）

ゼロカーボンシティ宣言（R3.3） 2050年(R32)までに排出実質ゼロへ

以降も策定

以降も策定

今

後

こ
れ
ま
で

脱炭素先行地域づくり事業…要件は多いが、活用の自由度が高い。
（交付率2/3） ※再エネ設備の導入、自営線などインフラ整備など

重点対策加速化事業…先行地域づくり事業より要件は少ないが、各町１回しか受けることが出来ない。
（交付率2/3～1/3、定額） ※自家消費型の太陽光発電、住宅・建築物の省エネ性能等の向上など

地域脱炭素移行・
再エネ推進交付金

選択肢

選択肢

区域施策編の
策定が要件

①羅臼町再生可能エネルギー導入目標計画（令和５年2月～）

②再エネ促進区域の設定等に向けたゾーニング支援事業 交付決定、2/28まで、パートナーが事業実施

③公共施設等への太陽光発電設備等の導入調査事業 交付決定、1/31まで、パートナーが事業実施

⇒②③について、最終的に、温暖化実行計画の事務事業及び区域施策編へ反映

地域脱炭素実現に向け
た再エネの最大限導入
のための計画づくり支
援事業

パートナー決定（6/20協定締結） デナジー株式会社、基礎地盤コンサルタンツ株式会社、株式会社森村設計共同事業体
※ ②③の業務実施、先行地域向けての支援、協議会の運営支援、先行地域採択後の共同実施 等

協議体の設立 ※協議事項検討の場、地域の合意形成の場

選択肢 他の交付金の活用 等

羅臼町 脱炭素に係る計画等概要図
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